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＜病棟連絡事項＞
	

	


・適時調査にて、看護計画と評価がなされているかチェックが入ります。現在の受け持ち患者、並びに転出された受け持ち患者の入院時の看護計画が立案されているか、評価がされているか自己チェックを行い、未実施の場合は立案、評価をお願いします。

＜東病棟入室状況＞
【入院】
・豊川　健二様～東Ｂ３号室
【転出】
・新館　ツル様～東Ｃ６号室→南Ｂ１０３号室
【移動】
・和田　昌様～東Ｂ３号室→東合併症室

＜患者様連絡事項＞
・矢羽々　英三郎様～Ｍ－チューブ挿入し（48ｃｍ固定）本日昼より白湯１２０ｍｌから経管栄養開始となる。

・中里　トコ様～不穏興奮が著名であるため、本日よりロナセンテープ（40）７日分処方。
・嶋森　茂様～不穏興奮が著名であるため、本日よりロナセンテープ（40）７日分処方。

・芦口　道則様～本日面談にてご家族様と主治医にて話し合い、スタッフ付き添いで連絡先確認し、公衆電話対応という条件付きで、電話制限解除となる。カードローンなど多額の借金があり、今後の生活について息子様達と本人折り合いがつかず。１月上旬を目途の退院とし、入院中に家族とスタッフ付き添いにて弁護士事務所を訪問し相談する予定。

・北向　政美様～措置解除と共にみちのく記念病院へ転院の方向性。日程について主治医より話があったら西舘ＰＳＷへも連絡お願いします。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中は他室侵入等迷惑行為頻回なため早めに開放観察終了としている。隔離中は奇声あるも一時的。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。音楽プレーヤーの要求や、自室での大声での放歌聞かれている。妄想言動聞かれ、やや眼光鋭さあるが攻撃的態度は無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・安達　貴浩様～終日隔離中。10:00～16:00の開放観察実施。胃痛の訴えはあるが、他者交流しトラブル無く経過。入室への拒否も無い。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・松村　真衣様～終日隔離中。午前午後２時間ずつの開放観察を実施。開放中は整容やホールの椅子に座って過ごし不穏さなし。隔離時の拒否もない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・北向　政美様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開錠するも自室から出て来ず。声掛けにて入浴している。奇異行為や飛び出し行為もなく静穏に経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。各食時拘束一時解除している。他者の行動に感化され大声出す事あるが一時的。粗暴行為や自傷行為はない。再拘束の拒否もない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・赤石　陽介様～殆ど臥床し過ごし、日中も尿失禁あり介入要している。呼吸苦等の訴えやバイタルサインの異常無し。

・石橋　タマ様～ほとんど自室で臥床して過ごしている。帰宅要求や物盗られ妄想はなく静穏に経過。

・千葉　義明様～ほとんど自室で臥床して過ごしている。疼痛や他不調の訴えはない。車椅子自操されるが危険行為は無い。

・工藤　町子様～ホールのベンチに座り過ごしている。自発性無く、食事や排泄は介助要している。介護抵抗や徘徊はない。

・中里　トコ様～午後より帰宅要求聞かれ詰所のドアを開けようとする事あり、介入にも易怒的となっている。粗暴性は無く時間経過で落ち着いている。

・嶋森　茂様～帰宅要求聞かれユニット内徘徊見られるが易怒性や不穏さは無い。声掛けに拒否や抵抗無く穏やか。拒薬も無い。

＜田名部Ｄｒ．患者様診察情報＞
・袴田　将志様～明日から午前午後1時間ずつの開放指示あり。臨時薬同内容で11/23～11/29処方になっている。

・松村　真衣様～臨時薬同内容で11/23～11/26処方になっている。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・芦口　道則様～11/23～11/29処方になっている。

・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・大久保　和子様～水頭症の評価を行うために八戸赤十字病院脳神経外科の受診をする方針。日程が決まったら、生保担当者様・地域支援センター長根様へ病棟から連絡をしていく。
・谷地　寿梨様～臨時薬同内容で7日分処方。

・小向　美幸様～イフェクサー終了し、ルボックス夕食後25mg1T→50mg1Tへ増薬となる。
・中居　伊佐男様～診察拒否。臨時薬同内容で7日分処方。

・青木　昭弘様～臨時薬同内容で11/23～11/29処方。

・藤井　孝蔵様～臨時薬同内容で11/23～11/29処方。

・立花　圭様～臨時薬同内容で11/23～11/29処方。

・小栗　健太郎様～臨時薬同内容で11/23～11/29処方。

・鳥越　信廣様～便秘を訴えビーマス配合錠 2錠×朝夕、ホリゾン6mg/日→4mg/日へ減量、25ｍｇアリナミンＦ糖衣錠 3 錠/日→2錠/日へ減量し7日分処方。

・赤石　陽介様～酸素飽和度95%以上キープを目安に酸素流量調節可と指示あり。
　　　　　　　　持参薬明日からアダラート、スーグラへ当院切り替えとなっている。
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＜馬渡Ｄｒ．患者様診察情報＞
・宮崎　宏之様～臨時薬同内容で7日分処方。

・小山　育美様～ロナセンテープ40→80mgへ増量、他同内容で7日分処方。冒頭
に気持ち悪さと頭痛があると話す、サイバー攻撃については”先
生が怖い、どう相談していいかわからない”と話し、次回診察時
に紙にまとめてみてはと提案されたが、はっきりした反応は示し
ていない。

・山本　嗣教様～吸引指示当面分あり。

・泉山　紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。病院内で恋愛は禁止だと伝えられ
了解している。北病棟には当面移動は考えない。

・清水目　忠男様～臨時薬同内容で7日分処方。

・風穴　房男様～南病棟転出可能。退院支援勧めるように指示。

・荒川　喜和様～臨時薬グラマリール50→100mgへ増薬、便秘へグーフィス追加
となり他同内容で7日分処方。

・工藤　敬子様～臨時薬同内容で7日分処方。頭部SPECT・ダットスキャン（SPECT
優先）料金・付き添い協力へ長女様了承。11/25　馬渡Drへ画像
診断の診療情報提供書記入依頼して、FAX送信お願いします。

・水梨　孝純様～定期薬変更なし。

＜皮膚科診察情報＞
・小山　育美様～両下腿の熱傷部はテラマイシン軟膏処置。本人より両第5趾鶏眼あり処置希望され、11/28スピール膏貼付し次回皮膚科まではそのまま。診察時鶏眼摘除予定。テラマイシン軟膏2本、スピール膏2枚処方。

・若沢　理子様～両前腕に掻破痕あり、テラマイシン軟膏処置の指示。テラマイシン軟膏1本処方。

・安達　貴浩様～処置変更無し。デルモゾ―ル軟膏1本、デルモゾ―ルローション1本処方。

・芦口　道則様～処置変更無し。テルビナフィン外用液1本、テルビナフィン軟膏1本処方。

・矢羽々　栄三郎様～処置変更無し。テラマイシン軟膏1本処方。

・澤口　利香様～婦人科受診しており、当院の皮膚科診察は終了となる。

＜新入院患者様情報＞
　 日　　時：令和4年11月24日　13：27
　氏　　名：豊川　健二（とよかわ　けんじ）様
 　生年月日：昭和23年4月6日　74歳
 　病　　名：アルコール依存症
 　性　　別：男性
 　主 治 医：小栁Dr
 　入院形態：任意入院
 　病　　棟：東病棟Bユニット３号室
 　
 　＜経過＞
現在は長距離トラック運転手の息子様と妻様と3人暮らし。若い頃は飲酒の習慣はなかったが、50歳代で労働組合の役員となり酒席が増えた。2～3年前にかかりつけ医の田中医院よりアルコール多飲の指摘をされ、脳の検査を他医療機関にて施行しているが、問題なかった。R3年、肝臓の数値悪化し田中医院より五戸総合病院を紹介され、16日間入院。その間禁酒・禁煙し退院後も1週間ほど断酒していたが、隠れて飲酒しており再度酒量も増えている。妻も週に3日程仕事をしており、自宅にいないことも多く飲酒しないよう伝え、阻止している状況。しかし、飲酒欲求が強く食事を摂らずに飲酒し、嘔気や下痢を引き起こしている状態。かかりつけ医よりアルコール治療の必要性の説明を受け、本人も了承。アルコール依存症治療プログラム実施目的にて当院へ相談があり、入院予定となる。今までに2回入院希望の相談あったがいずれもキャンセルされている。今回は対応する妻も限界であり、R4.11.4　3回目の相談あり。入院加療希望あり、アルコール依存症治療プログラム導入目的で令和4年11月24日東病棟Bユニットへ任意入院となる。
